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◆常任委員会

　４つの委員会を開催しました

◆山形市発展計画の推進を図り

　企業誘致・立地事業などの補正予算を可決

◆一般質問
　市政のここが聞きたい

P2

P6

P10

１２ 月
定例会

▲ソリすべり楽しいよ！



令和元年度一般会計および特別会計補正予算を審査

補 正 予 算

企業誘致・立地事業などの企業誘致・立地事業などの

　　　　　　　 補正予算を　　　　　　　 補正予算を

　
　
　

個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
事

務
費
補
助
金
は
、
ど
の
よ
う
な
内

容
か
。
ま
た
、
今
後
の
マ
イ
ナ
ン

　
補
正
予
算
審
査
の
中
か
ら
、

い
く
つ
か
の
質
疑
を
取
り
上
げ
、

内
容
を
要
約
し
て
お
伝
え
し
ま

す
。

歳
入
（
一
般
会
計
）

 

１２
億
１
３
７
９
万
円

　

国
か
ら
の
補
助
金
や
財※

政
調

整
基
金
か
ら
の
繰
り
入
れ
な
ど

に
よ
り
、
市
の
歳
入
（
収
入
）

を
増
額
し
ま
す
。

委
員

バ
ー
カ
ー
ド
交
付
を
ど
の
よ
う
に

見
込
ん
で
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　

今
回
の
補
正
は
、
令

和
元
年
１１
月
か
ら
庁
舎
１
階
に
臨

時
の
受
付
場
所
を
設
置
し
、
夕
方

の
窓
口
延
長
や
土
日
の
申
請
受
付

体
制
の
強
化
を
図
る
た
め
の
財
源

で
あ
る
。
国
で
は
、
令
和
４
年
度

末
に
は
、
ほ
と
ん
ど
の
方
が
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
保
有
す
る
こ

と
を
想
定
し
て
お
り
、
本
市
も
４

年
度
末
ま
で
に
約
９
割
の
住
民
が

所
持
す
る
計
画
を
つ
く
る
よ
う
指

示
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　

生
活
保
護
費
補
助
金
の
補

正
は
、
ど
の
よ
う
な
内
容
か
。

財
政
課
長

委
員

　
　
　

対
象
世
帯
数
の
推

移
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

約
１
万

２
０
０
０
世
帯
か
ら
約
１

万
３
０
０
０
世
帯
ま
で
伸

び
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

福
祉
灯
油
購
入
費
等
給
付

事
業 

７
１
０
５
万
円

　

冬
期
間
に
お
け
る
低

所
得
世
帯
の
経
済
的
負

担
軽
減
を
図
る
た
め
、

県
が
実
施
す
る
施
策
と

連
携
し
、
灯
油
購
入
費

な
ど
を
支
援
し
ま
す
。

委
員

生
活
福
祉
課
長

　
　
　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

申
請
状
況
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　

令
和
元
年
１０
月
末
現

在
で
申
請
件
数
は
３
万
２
９
５
５

人
、
申
請
率
は
１３
・
３
％
で
あ
る
。

　
　
　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

普
及
促
進
に
向
け
て
、
国
か
ら
ど

の
よ
う
な
方
針
が
示
さ
れ
て
い
る

の
か
。

　
　
　
　
　

普
及
促
進
を
図
る
大

個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
等

事
務 

１
９
８
万
円

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付

円
滑
化
計
画
に
基
づ
き
、
交
付

体
制
を
整
備
し
ま
す
。

委
員

市
民
課
長

委
員

市
民
課
長

　
　
　
　
　

国
か
ら
受
給
者
の
調

査
の
様
式
や
項
目
が
追
加
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、
シ
ス
テ
ム
の
改
修
に

対
応
す
る
た
め
の
財
源
で
あ
る
。

　
　
　
（
仮
称
）
道
の
駅
蔵
王
整

備
に
つ
い
て
、
国
か
ら
の
道
路
交

通
安
全
施
設
等
整
備
事
業
委
託
金

が
財
源
と
さ
れ
て
い
る
が
、
内
容

は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　

国
は
道
路
の
管
理
施

設
を
、
市
は
地
域
の
振
興
施
設
な

ど
の
部
分
を
担
う
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
分
担
す
る
比
率
に
基
づ
い
て
、

国
が
負
担
す
る
用
地
選
定
に
係
る

測
量
な
ど
に
要
す
る
委
託
金
が
交

付
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

財
政
課
長

委
員

財
政
課
長

▲普及促進を図るマイナンバーカード（見本）

１２月の主な補正予算
一般会計 １２億１，３７９万円

●障がい児通所給付費

　  １億３，２７６万円

＜主なもの＞ （千円以下切り捨て）

●企業立地促進事業費助成金交付事業

　  １億１，０７０万円

●福祉灯油購入費等給付事業

　  ７，１０５万円

●山形県施行都市計画街路事業費負担金

　  ３，８６１万円

●障がい福祉サービス給付費

　  ３，３４５万円

●スキージャンプワールドカップ

　ウィメン蔵王大会開催事業　  ２，９００万円

※　財政調整基金…地方公共団体における年度間の財源の不均衡を調整するための基金。
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一般会計総額12億1,379万円

山形市発展計画の推進を図り山形市発展計画の推進を図り

き
な
２
本
の
柱
と
し
て
、
マ※
１

イ
ナ

ポ
イ
ン
ト
の
付
与
や
健
康
保
険
証

と
し
て
の
使
用
な
ど
が
示
さ
れ
て

い
る
。

　
　
　

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
を
利
用

す
る
た
め
の
マ※
２

イ
キ
ー
Ｉ
Ｄ
登
録

な
ど
に
関
係
す
る
も
の
は
、
補
正

に
含
ま
れ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　

こ
の
た
び
の
補
正
予

算
は
、
国
が
国
家
公
務
員
お
よ
び

地
方
公
務
員
な
ど
に
対
し
て
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得
を
促
す

方
針
に
基
づ
き
、
交
付
数
の
増
が

見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
交

付
に
対
応
す
る
た
め
の
補
正
で
あ

る
。

　
　
　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

メ
リ
ッ
ト
が
多
く
語
ら
れ
て
い
る

が
、
機
能
が
増
え
れ
ば
、
結
び
付

け
ら
れ
る
個
人
情
報
も
多
く
な
る
。

個
人
情
報
の
管
理
に
関
し
て
、
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
交
付
は
、
本
人
が
窓
口
で
受

け
取
る
こ
と
が
原
則
で
あ
り
、
個

人
番
号
自
体
の
重
要
性
も
周
知
し

て
い
る
。
今
後
も
厳
格
に
取
り

扱
っ
て
い
く
こ
と
に
変
わ
り
は
な

い
。
ま
た
、
個
人
情
報
も
厳
密
に

管
理
し
て
お
り
、
情
報
漏
洩
の
心

配
が
な
い
よ
う
に
対
応
し
て
い
る
。

委
員

市
民
課
長

委
員

市
民
課
長

　
　
　

ど
の
よ
う
な
箇
所
の
工
事

を
実
施
す
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

県
指
定
の
土
砂

災
害
警
戒
区
域
２
５
１
カ
所
の
う

ち
、
斜
面
が
急
で
麓
の
人
家
に
危

害
を
お
よ
ぼ
す
恐
れ
が
あ
る
区
域

を
、
県
が
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区

域
と
し
て
、
対
策
工
事
を
実
施
し

て
い
る
。
市
内
で
９
カ
所
あ
り
、

う
ち
５
カ
所
は
工
事
が
終
了
し
て

お
り
、
残
り
４
カ
所
で
工
事
を
実

施
し
て
い
る
。

　
　
　

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
状
況
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　

４
月
か
ら
５

カ
月
間
の
延
べ
利
用
者
数
は
、
平

山
形
県
施
行
急
傾
斜
地
崩
壊

対
策
事
業
費
負
担
金

 

１
３
７
３
万
円

　

人
家
へ
の
被
害
の
恐
れ
が
あ

る
急
傾
斜
地
へ
の
崩
壊
対
策

（
県
が
実
施
）
に
負
担
金
を
支

出
し
ま
す
。

委
員

防
災
対
策
課
長

障
が
い
児
通
所
給
付
費

 
１
億
３
２
７
６
万
円

　

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
者
の
増
加
に
伴
い
、
所
要

額
を
増
額
し
ま
す
。

委
員

障
が
い
福
祉
課
長

成
３０
年
度
は
２
１
７
６
人
、
令
和

元
年
度
は
３
１
９
人
増
の
２
４
９

５
人
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　

普
通
教
室
１
教
室
が
不
足

と
の
こ
と
だ
が
、
現
在
の
生
徒
数

と
２
年
度
の
見
込
み
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

元
年
度
現
在
は

生
徒
数
が
５
０
２
人
、
１８
学
級
で

あ
る
。
２
年
度
の
生
徒
数
は
５
２

５
人
と
な
り
、
１９
学
級
に
増
え
る

金
井
中
学
校
普
通
教
室

整
備
事
業 

９
５
０
万
円

　

生
徒
数
の
増
加
に
伴
い
、
令

和
２
年
度
に
向
け
て
、
２
階
多

目
的
教
室
の
一
部
を
普
通
教
室

に
改
修
し
ま
す
。

委
員

教
委
管
理
課
長

と
見
込
ん
で
い
る
。

　
　
　

山
形
中
央
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
付
近
の
道
の
駅
整
備
の
進
展

状
況
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

地
域
と
丁
寧
に

意
見
交
換
を
し
な
が
ら
進
め
て
い

る
。
都
市
計
画
道
路
の
整
備
や
民

間
の
開
発
の
動
き
も
見
定
め
な
が

ら
、
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

道
の
駅
整
備
事
業

 

６
０
０
万
円

　

国
と
の
協
定
に
基
づ
き
、
一

体
型
に
よ
る
整
備
を
行
う
、（
仮

称
）
道
の
駅
蔵
王
の
用
地
測
量

や
地
質
調
査
お
よ
び
造
成
設
計

費
な
ど
を
支
出
し
ま
す
。

委
員

企
画
調
整
課
長

▲多目的教室を改修する金井中学校

※１　マイナポイント…マイナンバーカードを取得後、マイキーＩＤを設定した方が、キャッシュレス決済を行った場合に付与されるポイント。
※２　マイキーＩＤ…マイナポイントを付与されるために、本人を認証するカギとなるもの。
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渉
を
行
っ
て
い
る
。
令
和
元
年
度

で
事
業
認
可
が
完
了
す
る
が
、
完

了
後
も
継
続
し
て
地
権
者
と
の
交

渉
を
行
っ
て
い
く
と
聞
い
て
い
る
。

　
　
　

４
社
に
交
付
す
る
雇
用
促

進
助
成
金
の
内
訳
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

山
形
市
民
を
新

た
に
正
規
雇
用
す
る
場
合
に
交
付

し
て
い
る
。
シ
ヤ
チ
ハ
タ
エ
ン
ジ

ニ
ア
リ
ン
グ
株
式
会
社
は
２２
人
分
、

近
物
レ
ッ
ク
ス
株
式
会
社
は
７
人

分
、
株
式
会
社
竹
内
鐵
工
所
は
３

人
分
、
株
式
会
社
後
藤
精
機
は
４

人
分
の
助
成
額
を
計
上
し
て
い
る
。

　
　
　

現
在
の
貸
し
付
け
の
状
況

は
ど
う
か
。
ま
た
、
県
か
ら
の
業

企
業
立
地
促
進
事
業
費
助
成
金

交
付
事
業

 

１
億
１
０
７
０
万
円

　

山
形
中
央
イ
ン
タ
ー
産
業
団

地
に
立
地
し
た
４
社
の
操
業
開

始
に
伴
い
、
雇
用
促
進
助
成
金

な
ど
を
交
付
し
ま
す
。

委
員

雇
用
創
出
課
長

母
子
父
子
寡
婦
福
祉
資
金
貸
付

事
業
会
計 
８
１
７
万
円

　

事
業
の
実
績
に
伴
う
、
予
算

の
増
額
で
す
。

委
員

と
考
え
る
が
、
具
体
的
に
ど
の
よ

う
な
調
査
を
行
う
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

国
か
ら
示
さ
れ

て
い
る
、
介
護
予
防
日
常
生
活
圏

域
ニ
ー
ズ
調
査
６４
、
在
宅
介
護
実

態
調
査
１９
の
必
須
項
目
に
加
え
て
、

市
独
自
の
項
目
も
考
え
て
い
る
。

介
護
予
防
日
常
生
活
圏
域
ニ
ー
ズ

調
査
で
は
、
必
須
項
目
に
市
独
自

項
目
を
加
え
た
約
８０
項
目
、
在
宅

介
護
実
態
調
査
で
は
、
約
３０
項
目

の
調
査
を
行
い
た
い
。

　
　
　

調
査
分
析
事
業
の
対
象
を

ど
の
よ
う
に
想
定
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

３
つ
の
調
査
を

考
え
て
お
り
、「
介
護
予
防
日
常

生
活
圏
域
ニ
ー
ズ
調
査
」
は
、
要

介
護
状
態
の
高
齢
者
の
機
能
低
下

の
リ
ス
ク
や
社
会
参
加
の
状
況
な

長
寿
支
援
課
長

委
員

長
寿
支
援
課
長

し
て
お
り
、
観
光
誘
客
に
つ
な
が

る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
。

　
　
　

協
賛
金
の
募
り
方
や
経
費

の
削
減
に
関
し
て
、
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

協
賛
金
は
、‌

過
去
に
協
賛
の
実
績
が
あ
る
企
業

に
働
き
か
け
を
行
っ
て
お
り
、
在

京
の
大
手
企
業
に
対
し
て
は
、
広

告
代
理
店
に
依
頼
し
、
交
渉
を
進

め
て
い
る
。
ま
た
、
県
内
企
業
に

は
、
事
務
局
が
直
接
訪
問
す
る
な

ど
し
、
依
頼
し
て
い
る
。
経
費
は
、

大
会
を
通
じ
て
業
務
内
容
を
十
分

精
査
し
、
節
約
で
き
る
も
の
が
な

い
か
な
ど
、
十
分
留
意
し
な
が
ら

対
応
し
て
い
き
た
い
。

委
員

ス
ポ
ー
ツ
保
健
課
長

　
　
　

平
成
３０
年
度
に
も
増
し
て
、 

大
会
の
宣
伝
活
動
や
周
知
に
力
を

入
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

包
括
業
務

委
託
に
よ
る
大
会
観
戦
ツ
ア
ー
の

企
画
や
新
た
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

利
用
し
た
情
報
発
信
な
ど
を
検
討

ス
キ
ー
ジ
ャ
ン
プ
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
ウ
ィ
メ
ン
蔵
王
大
会

開
催
事
業　

２
９
０
０
万
円

　

大
会
運
営
の
見
直
し
や
強
化

を
図
る
た
め
、
包
括
業
務
委
託

を
行
う
と
と
も
に
、
大
会
協
賛

金
の
減
収
が
見
込
ま
れ
る
こ
と

か
ら
、
実
行
委
員
会
に
対
す
る

市
の
負
担
金
を
増
額
し
ま
す
。

委
員

ス
ポ
ー
ツ
保
健
課
長

　
　
　

四
日
町
日
月
山
線

の
薬
師
町
区
間
の
進
展
状

況
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

現
在
、
県
が
地
権
者
と
交

山
形
県
施
行
都
市
計
画

街
路
事
業
費
負
担
金

 

３
８
６
１
万
円

　

県
が
実
施
す
る
街
路

事
業
の
旅
篭
町
八
日
町

線
、
四
日
町
日
月
山
線
、‌

東
原
村
木
沢
線
に
対
し
、‌

負
担
金
を
支
出
し
ま
す
。

委
員

ま
ち
づ
く
り
政
策
課
長

務
移
管
後
の
状
況
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　

現
在
の
貸
し

付
け
は
６
８
５
件
だ
が
、
重
複
も

あ
り
、
人
数
は
３
０
０
人
程
度
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
業
務
移
管

後
は
新
規
が
１
件
、
手
続
中
の
も

の
が
１
件
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　

調
査
項
目
の
内
容
が
重
要

こ
ど
も
未
来
課
長

介
護
保
険
事
業
会
計

高
齢
者
生
活
状
況
等
調
査 

分
析
事
業
の
債
務
負
担
行
為

 

限
度
額
１
３
４
０
万
円

　

高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
策
定

の
た
め
、
介
護
予
防
・
日
常
生

活
圏
域
ニ
ー
ズ
調
査
な
ど
を
行

い
ま
す
。

委
員

▲ワールドカップウィメン蔵王大会会場の蔵王ジャンプ台

▲各種企業が操業を開始した山形中央インター産業団地
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Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
東
日
本
と
の

事
業
費
の
負
担
割
合
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
れ
か

ら
詳
細
な
設
計
を
行
う
こ
と
に
な

仮
称
山
形
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

整
備
事
業
（
負
担
金
）
の
債
務

負
担
行
為

 

限
度
額
１
億
５
５
８
０
万
円

　

仮
称
山
形
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ

ア
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
整
備
事
業
に
係
る
本
市
の
費

用
負
担
分
に
つ
い
て
、
Ｎ
Ｅ
Ｘ

Ｃ
Ｏ
東
日
本
に
対
す
る
負
担
金

の
債
務
負
担
行
為
を
設
定
し
ま

す
。

委
員

ま
ち
づ
く
り
政
策
課
長

ど
を
調
査
す
る
目
的
で
あ
り
、
一

般
の
高
齢
者
お
よ
び
要
支
援
認
定

者
、
１
万
３
０
０
０
人
を
対
象
に

実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。「
在
宅

介
護
実
態
調
査
」
に
つ
い
て
は
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
状
況
な
ど

を
調
査
す
る
目
的
で
あ
り
、
要
支

援
お
よ
び
要
介
護
認
定
者
８
０
０

０
人
を
対
象
に
実
施
す
る
予
定
で

あ
る
。「
介
護
保
険
事
業
者
等
実

態
調
査
」
に
つ
い
て
は
、
利
用
者

の
実
態
や
介
護
人
材
な
ど
の
実
態

を
調
査
す
る
目
的
で
あ
り
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
運
営
法
人
１

６
０
法
人
、
居
宅
介
護
支
援
事
業

者
７３
事
業
所
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
１４
カ
所
を
対
象
に
実
施
す

る
予
定
で
あ
る
。

　
　
　

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度

は
令
和
２
年
４
月
か
ら
始
ま
る
が
、

シ
ス
テ
ム
改
修
が
債
務
負
担
行
為

に
よ
る
６
年
度
ま
で
の
実
施
と
は
、

ど
の
よ
う
な
こ
と
か
。

　
　
　
　
　

２
年
４
月
か
ら
運
用

す
る
た
め
に
、
元
年
度
内
に
契
約

し
改
修
に
着
手
す
る
。
２
年
４
月

以
降
も
一
部
改
修
を
行
い
、
保
守

や
運
用
を
行
っ
て
い
く
と
と
も
に
、

費
用
の
平
準
化
の
面
か
ら
、
全
体

を
リ
ー
ス
契
約
と
す
る
た
め
、
６

年
度
ま
で
の
債
務
負
担
行
為
を
設

定
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度

の
導
入
に
対
し
、
国
か
ら
の
財
源

措
置
は
な
い
の
か
。

　
　
　
　
　

現
時
点
で
、
国
か
ら

の
財
源
措
置
は
明
ら
か
に
な
っ
て

い
な
い
。
全
国
市
長
会
や
中
核
市

市
長
会
を
通
し
て
、
国
に
対
し
要

望
を
行
っ
て
い
る
。

会※

計
年
度
任
用
職
員
制
度
に

伴
う
内
部
事
務
処
理
シ
ス
テ
ム

改
修
事
業
の
債
務
負
担
行
為

 

限
度
額
４
３
１
３
万
円

　

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
に

対
応
す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
改

修
に
対
す
る
債
務
負
担
行
為
を

設
定
し
ま
す
。

委
員

職
員
課
長

委
員

職
員
課
長

る
が
、
仮
称
山
形
パ
ー
キ

ン
グ
エ
リ
ア
ス
マ
ー
ト
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
整
備
に

係
る
事
業
費
は
、
用
地
費

も
含
め
、
２０
億
円
程
度
と

見
込
ま
れ
る
。
そ
の
う
ち
、

本
体
部
分
に
つ
い
て
は
、

繰
越
明
許
費
と
債
務
負
担

行
為
の
額
を
合
わ
せ
た
約

１
億
７
８
０
０
万
円
を
限

度
額
に
本
市
が
負
担
し
、

残
り
を
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
東
日

本
が
負
担
す
る
。
な
お
、

付
帯
工
事
は
、
別
途
、
本

市
が
負
担
し
て
行
う
。

▲スマートインターチェンジが整備される東北中央自動車道周辺

議場見学会＆演奏会を開催しました議場見学会＆演奏会を開催しました

　市議会をより身近に感じていただくため、令和元年１２月１７日に本

会議場において議場見学会＆演奏会を開催し、約７０人の市民の皆さ

まからご参加いただきました。

　議場見学会では、本会議場内で議会の機能としくみの概要説明を

行ったほか、本会議場や議長室、各委員会室などの見学とともに、

議会棟内に展示されて

いる美術品などもご覧

いただきました。

　議場演奏会では、山形交響楽団の弦楽四重奏による、組曲‌

「水上の音楽」より「アラ・ホーンパイプ」や弦楽四重奏第７７

番ハ長調Op．７６－３「皇帝」第２楽章、クリスマスメドレー‌

など、素敵な演奏をご堪能いただき、少し早めのクリスマスと

なりました。

※　会計年度任用職員制度…地方自治体における臨時・非常勤職員の任用要件を厳格化した、期限付きで任用する職員の新たな制度。
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契
約
金
額
の
内
訳
は
ど
う

か
。

　
　
　
　
　
　
　
　

消
費
税
お
よ

び
地
方
消
費
税
込
み
で
、
そ
れ
ぞ

れ
１５
年
間
で
、
施
設
整
備
に
要
す

る
経
費
約
２０
億
４
６
０
０
万
円
、

運
営
・
維
持
管
理
に
要
す
る
経
費

約
１２
億
８
７
０
０
万
円
と
な
っ
て

い
る
。

　
　
　

運
営
期
間
内
の
修
繕
や
遊

具
の
変
更
な
ど
の
取
り
扱
い
は
、

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　

基
本
的
に
は

運
営
期
間
を
通
じ
て
、
事
業
者
が

こ

ど

も

市
南
部
の
児
童
遊
戯
施
設
整
備
の

契
約
を
締
結

委
員

こ
ど
も
未
来
課
長

委
員

こ
ど
も
未
来
課
長

計
画
的
な
修
繕
な
ど
を
行
う
こ
と

に
な
る
。

　
　
　

建
築
基
準
法
の
改
正
に
よ

り
、
耐
火
性
能
に
関
す
る
規
制
が

緩
和
さ
れ
た
も
の
を
、
あ
え
て
条

例
で
規
制
す
る
の
は
な
ぜ
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　

こ
の
た
び
の

建
築
基
準
法
の
改
正
は
、
既
存
の

建
物
を
他
の
用
途
へ
円
滑
に
転
用

す
る
た
め
に
建
築
規
制
を
緩
和
す

る
も
の
で
あ
る
。
規
制
の
あ
る
建

築
物
と
、
規
制
の
な
い
建
築
物
を

比
べ
て
、
火
災
時
の
避
難
時
間
に

差
が
な
い
と
い
う
考
え
の
も
と
、

改
正
が
行
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
が
、

避
難
に
通
常
よ
り
も
時
間
を
要
す

る
乳
幼
児
の
安
全
を
確
保
す
る
必

要
が
あ
る
と
判
断
し
、
従
前
の
基

準
と
な
る
よ
う
規
定
の
整
備
を
行

う
も
の
で
あ
る
。

　
　
　

こ
の
た
び
改
正
さ
れ
る
規

定
に
該
当
す
る
施
設
は
あ
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　

現
在
、
市
内

に
３
階
建
て
以
上
の
認
可
保
育
所

は
２
施
設
、
幼
保
連
携
型
認
定
こ

ど
も
園
は
４
施
設
あ
る
。
す
べ
て

耐
火
建
築
物
で
あ
り
、
規
定
に
該

当
す
る
施
設
は
な
い
。

保
育
所
や
幼
保
連
携
型
認
定

こ
ど
も
園
の
建
物
の
耐
火
性

能
に
関
す
る
基
準
を
改
正

委
員

こ
ど
も
未
来
課
長

委
員

こ
ど
も
未
来
課
長

　
　
　

今
回
の
改
正
で
、
指
定
管

理
者
の
選
定
に
係
る
議
決
は
ど
の

よ
う
に
な
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

Ｐ
Ｆ
Ｉ
な
ど
に

お
け
る
民
間
事
業
者
と
の
事
業
契

約
締
結
の
議
決
と
は
別
に
、
こ
れ

ま
で
と
同
様
に
指
定
管
理
者
の
選

定
の
議
決
は
必
要
で
あ
る
。
な
お
、

Ｐ
Ｆ
Ｉ
な
ど
の
事
業
手
法
に
よ
る

公
の
施
設
の
整
備
な
ど
を
行
う
民

市

役

所

民
間
資
金
な
ど
を
活
用
し
公
お
お
や
け

の
施
設
の
整
備
な
ど
を
行
う

場
合
の
指
定
管
理
者
候
補
の

選
定
方
法
の
特
例
を
設
定

委
員

行
政
経
営
課
長

間
事
業
者
は
、
審
査
会
な
ど
を
経

た
上
で
選
定
し
て
い
る
が
、
今
回

の
改
正
で
、
指
定
管
理
者
は
指
定

管
理
者
選
定
の
審
査
会
の
審
査
な

ど
を
経
る
こ
と
な
く
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
な

ど
の
整
備
事
業
者
を
候
補
者
と
す

る
こ
と
が
で
き
る
特
例
を
定
め
る

も
の
で
あ
る
。

　
　
　

指
定
管
理
者
の
運
営
状
況

な
ど
に
課
題
が
生
じ
た
場
合
、
市

と
し
て
、
ど
の
よ
う
に
関
わ
り
を

持
つ
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

協
定
や
仕
様
書

に
お
い
て
、
市
と
指
定
管
理
者
と

の
間
で
疑
義
が
生
じ
た
場
合
の
対

応
に
関
す
る
規
定
を
設
け
て
い
る
。

委
員

行
政
経
営
課
長

常任委員会

▲子どもたちの安全を確保

▲市南部に整備される児童遊戯施設イメージ

総 務

産業文教

厚 生

環境建設 ４つの委員会を開催しました
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お
り
、
本
市
も
そ
う
捉
え
て
い
る
。

　
　
　

発
展
計
画
に
お
け
る
位
置

付
け
や
財
政
措
置
、
庁
内
の
体
制

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

広
域
連
携
は
、

市
政
運
営
の
中
で
も
大
き
な
要
素

で
あ
る
た
め
、
基
本
構
想
や
発
展

計
画
に
お
い
て
も
、
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
く
。
国
の
財
政
支
援

は
拡
充
し
て
ほ
し
い
と
考
え
る
。

ま
た
、
庁
内
の
体
制
は
今
後
と

も
、
事
業
担
当
課
ご
と
の
ワ
ー
キ

ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
中
心
に
、
本
市

が
リ
ー
ダ
ー
と
な
り
、
効
率
的
に

業
務
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

委
員

企
画
調
整
課
長

　
　
　

連
携
す
る
市
町
の
主
体
性

が
な
く
な
る
よ
う
な
制
度
上
の
懸

念
や
、
国
の
考
え
方
な
ど
と
の
温

度
差
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

連
携
す
る
市
町

の
主
体
性
を
最
大
限
配
慮
し
調
整

を
行
い
、
互
い
に
恩
恵
の
あ
る
取

り
組
み
を
行
う
と
の
考
え
方
で
、

連
携
す
る
内
容
を
選
定
し
て
い
る
。

国
で
は
、
東
京
へ
の
一
極
集
中
を

是
正
す
る
解
決
策
の
一
つ
と
し
て
、

あ
る
程
度
の
規
模
を
有
す
る
圏
域

が
地
域
で
ま
と
ま
り
、
魅
力
を
高

め
合
い
、
人
口
の
ダ
ム
機
能
を
図
る

こ
と
は
地
方
創
生
の
取
り
組
み
と

し
て
重
要
な
も
の
と
位
置
付
け
て

連
携
中
枢
都
市
圏
の
形
成
に

係
る
連
携
協
約
の
締
結
に
向

け
、
５
市
６
町
と
協
議
す
る

こ
と
を
決
定

委
員

企
画
調
整
課
長

▲スマートフォンアプリを紹介するチラシ

　山形市では、健康医療先進都市の実現に向け、市民の健康に対する意識を高

めることを目的に、食事（Ｓ）、運動（Ｕ）、休養（Ｋ）、社会参加（Ｓ）、禁煙‌

（Ｋ）を提唱し、その取り組みを行うことにより、健康寿命の延伸を目指して

います。

　併せて、山形市の健康づくり計画である「山形市健康づくり２１」で掲げた市

民主体の健康づくりを推進するために、スマートフォンアプリや通信機能付き

歩数計などを活用した健康づくりシステムを導入し、健康づくり活動に対しポ

イントを付与するなどにより、若い世代や働き盛り世代、さらには健康づくり

に無関心な人を含めた多くの市民が楽しみながら健康づくりに取り組むことが

できるよう、事業を実施しています。

　令和元年１２月３１日現在、スマートフォンアプリと通信機能付き歩数計による

参加者数は、合わせて２，２８７人となっており、目標定員の２，０００人を超えること

ができました。

※令和２年１月１日より、アプリ５００人、歩数計１００人を追加募集しています。

「ひな人形展」
と　き　２月１５日（土）～３月２９日（日）
ところ　山辺町ふるさと資料館

「まちなか雛ミュージアム」
と　き　３月１日（日）～２９日（日）
ところ　町内中心商店街
内　容　‌‌ふるさと資料館では、江戸時代の豪商が

京より取り寄せたとされる歴史的にも
貴重なひな人形が展示されます。町内
中心商店街の展示協力店舗では、ユニー
クなおひなさまがご覧いただけます。

問い合わせ先　山辺町ふるさと資料館
‌ ☎６６４－５０３３

山辺町
「ひな人形展」と「まちなか雛ミュージアム」

と　き　３月３１日（火）まで
　　　　午前９時～午後５時
ところ　斎藤茂吉記念館
内　容　‌‌茂吉の妻、斎藤輝子が茂吉と

欧州各地を巡った旅をはじめ、
茂吉没後の南極旅行など世界
各地を遊歴した輝子の猛女ぶ
りを紹介します。

問い合わせ先　（公財）斎藤茂吉記念館
‌ ☎６７２－７２２７

特別展「茂吉の妻 斎藤輝子」
苦難を越えて
－世界１０８カ国を巡った猛女－

上山市
２０２０ 旧柏倉九左衛門家ひなまつり

と　き　３月１日（日）～８日（日）
　　　　午前１０時～午後４時
ところ　旧柏倉九左衛門家 中山町大字岡８番地
　　　　旧柏倉惣右衛門家 中山町大字岡１３番地
　　　　岡地区文化交流センター　
‌ 中山町大字岡１６４７番地１
内　容　‌‌江戸時代から明治時代にかけて集めら

れた享保雛や古今雛など柏倉家４家の
おひなさまが特別展示されます。

　　　　【料金】高校生以上５００円
　　　　　　　 小・中学生２００円
問い合わせ先　‌‌２０２０旧柏倉九左衛門家ひなまつ

り実行委員会　☎６６２－２２３５

中山町

み
み
よ
り
情
報

楽しみながら健康に
～山形市健康ポイント事業SUKSK（スクスク）を実施～

市政トピックス

連
携
中
枢
都
市
圏
と
は
？

　

人
口
減
少
・
少
子
高
齢

化
社
会
に
あ
っ
て
も
、
地

域
を
活
性
化
し
、
経
済
を

持
続
可
能
な
も
の
と
し
、

住
民
が
安
心
し
て
暮
ら
す

こ
と
を
目
的
に
、
近
隣
の

市
町
村
と
連
携
し
、「
経

済
成
長
の
け
ん
引
」「
高

次
都
市
機
能
の
集
積
・
強

化
」「
生
活
関
連
機
能
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
」
を
行
う
。

山
形
市
は
中
心
市
と
し
て
、

５
市
６
町
（
上
記
の
連
携

中
枢
都
市
圏
域
図
を
ご
参

照
く
だ
さ
い
）
と
協
議
す

る
。

▲

連
携
中
枢
都
市
圏
域
図
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　日程は変更になる場合があります。

詳しくは議会事務局までお問い合わ

せください。

☎０２３（６４２）８４０４

２月２７日（木）

　　～３月２４日（火）

３月定例会の日程
（予定）

　１２月定例会で審議された請願は、新たに提出された１件で

す。委員会での審査結果は以下の通りです。

‌ （意見陳述が行われました。）

請　　願

件　　　　　　　名
紹介議員

所　管

委員会
結　果

提　　　出　　　者

請　
　
　
　
　
　
　

願

第
１
号

新
規

加齢性難聴者の補聴器

購入に対する公的補助

制度創設を求めること

について
今野　誠一 厚　生 継続審査

全日本年金者組合

山形支部

支部長　佐藤　満

議会報研修会に参加議会報研修会に参加

　令和元年１１月１１日に東根市で、県市議会議長会主催

の議会報研修会が開催されました。山形新聞社東根支

社長の小林達也氏により「伝わる文章、読んでもらえ

る議会報作り」と題して講演が行われ、本市議会報委

員６人が参加しました。

　読みやすい文章とは、「かみ砕いた表現、簡潔な表

現による文章」であり、「結局、どういうことなのか？」

という問いを突き詰めて、文章を書いたり、見出しを

考えたりし、「あらゆる年代の人に理解してもらえる

文章」を意識することが大事であることを学びました。

　今回の研修成果を生かし、より分かりやすく読みや

すい「やまがた市議会報みちしるべ」の作成に努めて

まいります。

▲講師の講話を聞く議会報委員６人

小さなお子さん連れの小さなお子さん連れの

方のために、方のために、

「議会開催中の保育室」「議会開催中の保育室」

を準備しています。を準備しています。

　議会開催中は、議会棟内の一室を保育室

として開放しています。

　議会事務局へ事前に申し込みいただき、

ご利用ください。

　利用する際は、保育する方や必要用品を

ご準備ください。

車椅子での傍聴も可能です。

傍聴や保育室利用などの詳細やご不明

な点は、議会事務局へお問い合わせく

ださい。

☎０２３（６４２）８４０４
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議案番号 件　　　　名 議決結果

議第８２号

令和元年度山形市一般会計補正予算
　障がい児通所給付費、企業立地促進事業費助
成金交付事業、福祉灯油購入費等給付事業、山
形県施行都市計画街路事業費負担金などに係る
補正予算です。

可決
（全会一致）

議第８３号
～

議第８９号

令和元年度山形市国民健康保険事業会計補正予
算、令和元年度山形市後期高齢者医療事業会計
補正予算、令和元年度山形市介護保険事業会計
補正予算、令和元年度山形市母子父子寡婦福祉
資金貸付事業会計補正予算、令和元年度山形市
区画整理事業会計補正予算、令和元年度山形市
公設地方卸売市場事業会計補正予算、令和元年
度山形市農業集落排水事業会計補正予算
　今年度の執行状況に基づく歳入、歳出の見込
みの増減や、前年度繰越金の精算、人件費など
に係る補正予算です。

可決
（全会一致）

議第９０号 土地の取得について（西山形小学校校舎等改築
事業用地）

同意
（全会一致）

議第９１号

民間資金等の活用による公共施設等の整備等の
促進に関する法律に基づく特定事業に係る契約
の締結について（市南部への児童遊戯施設整備
事業）
　市南部の児童遊戯施設整備事業者と、ＰＦＩ
法に基づく特定事業に係る契約を締結するもの
です。

同意
（全会一致）

議第９２号

民間資金等の活用による公共施設等の整備等の
促進に関する法律に基づく特定事業に係る契約
の締結について（南沼原小学校校舎等改築事業）
　南沼原小学校校舎等改築事業者と、ＰＦＩ法
に基づく特定事業に係る契約を締結するものです。

同意
（全会一致）

議第９３号

寒河江市との間における連携中枢都市圏の形成
に係る連携協約の締結に関する協議について
　山形連携中枢都市圏の形成に係る連携協約締
結に関して、寒河江市と協議しようとするもの
です。

同意
（一覧表参照）

議第９４号

上山市との間における連携中枢都市圏の形成に
係る連携協約の締結に関する協議について
　山形連携中枢都市圏の形成に係る連携協約締
結に関して、上山市と協議しようとするものです。

同意
（一覧表参照）

議第９５号

村山市との間における連携中枢都市圏の形成に
係る連携協約の締結に関する協議について
　山形連携中枢都市圏の形成に係る連携協約締
結に関して、村山市と協議しようとするものです。

同意
（一覧表参照）

議第９６号

天童市との間における連携中枢都市圏の形成に
係る連携協約の締結に関する協議について
　山形連携中枢都市圏の形成に係る連携協約締
結に関して、天童市と協議しようとするものです。

同意
（一覧表参照）

議第９７号

東根市との間における連携中枢都市圏の形成に
係る連携協約の締結に関する協議について
　山形連携中枢都市圏の形成に係る連携協約締
結に関して、東根市と協議しようとするものです。

同意
（一覧表参照）

議第９８号

山辺町との間における連携中枢都市圏の形成に
係る連携協約の締結に関する協議について
　山形連携中枢都市圏の形成に係る連携協約締
結に関して、山辺町と協議しようとするものです。

同意
（一覧表参照）

議第９９号

中山町との間における連携中枢都市圏の形成に
係る連携協約の締結に関する協議について
　山形連携中枢都市圏の形成に係る連携協約締
結に関して、中山町と協議しようとするものです。

同意
（一覧表参照）

議案番号 件　　　　名 議決結果

議第１００号

河北町との間における連携中枢都市圏の形成に
係る連携協約の締結に関する協議について
　山形連携中枢都市圏の形成に係る連携協約締
結に関して、河北町と協議しようとするものです。

同意
（一覧表参照）

議第１０１号

西川町との間における連携中枢都市圏の形成に
係る連携協約の締結に関する協議について
　山形連携中枢都市圏の形成に係る連携協約締
結に関して、西川町と協議しようとするものです。

同意
（一覧表参照）

議第１０２号

朝日町との間における連携中枢都市圏の形成に
係る連携協約の締結に関する協議について
　山形連携中枢都市圏の形成に係る連携協約締
結に関して、朝日町と協議しようとするものです。

同意
（一覧表参照）

議第１０３号

大江町との間における連携中枢都市圏の形成に
係る連携協約の締結に関する協議について
　山形連携中枢都市圏の形成に係る連携協約締
結に関して、大江町と協議しようとするものです。

同意
（一覧表参照）

議第１０４号

山形市基本構想に係る議会の議決に関する条例
の設定について
　山形市基本構想の変更および廃止に関して、
議会の議決すべき事件として定めようとするも
のです。

可決
（全会一致）

議第１０５号

山形市児童福祉施設の設備及び運営に関する基
準を定める条例及び山形市幼保連携型認定こど
も園の学級の編制、職員、設備及び運営に関す
る基準を定める条例の一部改正について
　省令の改正に伴い、保育所などの建物の耐火
性能に関する基準の規定を整備するものです。

可決
（全会一致）

議第１０６号
山形市監査委員条例の一部改正について
　地方自治法の改正に伴い、規定の整備をする
ものです。

可決
（全会一致）

議第１０７号

山形市公の施設に係る指定管理者の指定の手続
等に関する条例の一部改正について
　民間資金などの活用により、公の施設の整備
などを行う場合における指定管理者の候補者の
選定方法の特例を定めるものです。

可決
（全会一致）

議第１０８号
令和元年度山形市一般会計補正予算
　人事院勧告および県人事委員会勧告を考慮し
た給与改定に伴う人件費の補正予算です。

可決
（一覧表参照）

議第１０９号
～

議第１１２号

令和元年度山形市国民健康保険事業会計補正予
算、令和元年度山形市後期高齢者医療事業会計
補正予算、令和元年度山形市介護保険事業会計
補正予算、令和元年度山形市公設地方卸売市場
事業会計補正予算
　人事院勧告および県人事委員会勧告を考慮し
た給与改定に伴う人件費の補正予算です。

可決
（全会一致）

議第１１３号

山形市特別職の職員の給与に関する条例及び山
形市教育委員会教育長の給与、旅費、勤務時間
その他の勤務条件に関する条例の一部改正につ
いて
　人事院勧告および県人事委員会勧告を考慮し、
特別職の期末手当の支給月数を改定するもので‌
す。

可決
（一覧表参照）

議第１１４号

山形市一般職の職員の給与に関する条例及び山
形市一般職の任期付職員の採用等に関する条例
の一部改正について
　人事院勧告および県人事委員会勧告を考慮し、
給料月額などを改定するものです。

可決
（全会一致）

議決議案一覧（１２月定例会）

◆‌○＝賛成　×＝反対　退＝退席　　◆斎藤武弘議長は採決に加わらない。

◆ 賛成と反対の双方や退席などがあった場合に表示しています。議案の賛否一覧表

‌ 会派
‌ 議員名

議案

新翔会 緑政会 市民連合 共産党 公明党 令政会 長
谷
川
幸
司
副
議
長

斎
藤
武
弘
議
長

議決
結果

井

上

和

行

佐

藤

清

徳

鈴

木

進

仁

藤

俊

浅

野

弥

史

田

中

英

子

伊

藤

香

織

中

野

信

吾

菊
地
健
太
郎

丸

子

善

弘

須

貝

太

郎

鈴
木
善
太
郎

荒

井

拓

也

渋

江

朋

博

武

田

聡

渡

辺

元

斎

藤

淳

一

石

澤

秀

夫

松

井

愛

佐

藤

秀

明

川

口

充

律

遠

藤

吉

久

阿

曽

隆

佐
藤
亜
希
子

今

野

誠

一

松

田

孝

男

武

田

新

世

折

原

政

信

小

田

賢

嗣

高

橋

公

夫

斉

藤

栄

治

議第９３～１０３号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 同意

議 第 １０８ 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 退 退 退 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決

議 第 １１３ 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決
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戦
争
に
関
す
る
市
内
の
遺
跡

な
ど
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
冊
子

「
平
和
と
人
権
」
を
、
平
和
都
市

宣
言
事
業
で
紹
介
し
て
は
ど
う
か
。

Q

　
　

身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
平
和
を

考
え
る
き
っ
か
け
と
し
て
、
平
和

都
市
宣
言
事
業
実
行
委
員
会
に
諮

り
、
事
業
の
中
で
の
活
用
を
検
討

し
て
い
く
。

A

　
　

須
川
と
犬
川
を
管
理
す
る
県

と
と
も
に
、
浸
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
の
策
定
根
拠
や
避
難
対
応
な
ど

を
、
地
域
住
民
へ
説
明
す
べ
き
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　

改
訂
し
た
洪
水
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
令
和
２
年
４
月
以
降
に

全
戸
配
布
し
、
地
区
ご
と
の
説
明

会
を
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。
県

か
ら
も
協
力
を
得
な
が
ら
、
市
民

の
避
難
意
識
向
上
の
た
め
、
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
周
知
を
図
っ
て

い
く
。

　
　

元
年
４
月
に
森
林
経
営
管
理

法
が
施
行
さ
れ
、
不
採
算
な
ど
の

理
由
で
自
発
的
な
取
り
組
み
が
見

込
め
な
い
森
林
は
、
市
町
村
が
管

理
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
が
、

取
り
組
み
の
進
展
状
況
は
ど
う
か
。

　
　

上
宝
沢
地
区
を
モ
デ
ル
地
区

に
選
定
し
、
意
向
調
査
を
実
施
し

た
結
果
、
６
割
以
上
の
所
有
者
か

ら
「
市
へ
の
経
営
管
理
の
委
託
を

検
討
し
た
い
」
と
の
回
答
が
あ
っ

た
。
今
後
、
説
明
会
な
ど
を
開
催

し
、
経
営
管
理
権
集
積
計
画
を
策

定
し
、
間
伐
な
ど
の
実
施
に
向
け

取
り
組
ん
で
い
く
。
ま
た
、
市
内

全
域
の
森
林
調
査
の
結
果
、
制
度

の
対
象
と
な
る
人
工
林
は
約
２
３

０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
あ
り
、
今
後
、

優
先
順
位
を
検
討
し
進
め
て
い
く
。

QA

QA

● 一般質問の内容を要約して掲載しています。また、議会ホームページで録画映像がご覧いただけます。

一 般 質 問

市
政
の
こ
こ
が
聞
き
た
い

市
政
の
こ
こ
が
聞
き
た
い

　

一
般
質
問
と
は　

議
員
が
、
市
政
全
般
に
わ
た
る
事
務
の

執
行
状
況
や
政
策
方
針
に
つ
い
て
、
市
長
や
担
当
す
る
各
部

長
な
ど
に
質
問
す
る
こ
と
で
す
。
１２
月
定
例
会
で
は
、
３
日

と
４
日
の
２
日
間
で
８
人
の
議
員
が
質
問
を
行
い
ま
し
た
の

で
、
主
な
質
問
を
紹
介
し
ま
す
。

川か
わ

口ぐ
ち　

充み
ち

律の
り 

議
員

平
和
と
人
権

市
内
遺
跡
・
足
跡
の
紹
介
を

質
問
者

質
問
の
要
旨

（
公
明
党
山
形
市
議
団
）

武た
け

田だ　

新し
ん

世せ
い

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
、
健
康
医
療

先
進
都
市
実
現
の
た
め
に
、
安
全
・
安
心
の
ま
ち

づ
く
り
の
た
め
に　

ほ
か

田た

中な
か　

英え
い

子こ

（
新

翔

会
）

令
和
元
年
１０
月
の
台
風
第
１９
号
へ
の
対
応
、
西
部

地
区
の
活
性
化
、
健
康
医
療
先
進
都
市
、
街
な
か

観
光
施
策
、
引
き
こ
も
り
の
居
場
所
づ
く
り　

ほ
か

阿あ

曽そ　
　

隆
た
か
し

（
日
本
共
産
党
山
形
市
議
団
）

就
学
援
助
、
夜
間
中
学
の
設
置
、
学
校
給
食
、
難

聴
の
高
齢
者
へ
の
補
聴
器
購
入
費
助
成
、
特
別
障

が
い
者
手
当　

ほ
か

伊い

藤と
う　

香か

織お
り

（
新

翔

会
）

成
人
の
祝
賀
式
、
災
害
時
の
ペ
ッ
ト
同
行
避
難
、

動
物
愛
護
、
子
育
て
応
援
施
策
、
福
祉
、
地
域
民

俗
芸
能
の
継
承　

ほ
か

（
緑

政

会
）

荒あ
ら

井い　

拓た
く

也や

先
端
技
術
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
、
色
弱
者
が

住
み
や
す
い
ま
ち
を
目
指
し
て
、
子
育
て
環
境
の

充
実
に
向
け
て　

ほ
か

（
新

翔

会
）

中な
か

野の　

信し
ん

吾ご

森
林
及
び
林
業
の
取
り
組
み
、
山
形
北
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
に
隣
接
し
た
寺
西
地
区
の
新
た
な
産
業

団
地
、
市
内
二
次
交
通
網
整
備　

ほ
か

川か
わ

口ぐ
ち　

充み
ち

律の
り

（
市
民
連
合
山
形
市
議
団
）

労
働
環
境
の
改
善
、
森
林
整
備
事
業
、
在
宅
で
の

医
療
・
介
護
、
山
形
市
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
の
業

務
、
旧
山
形
ビ
ブ
レ
跡
地
の
活
用　

ほ
か

武た
け

田だ　
　

聡
さ
と
し

（
緑

政

会
）

２
０
２
０
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
を
契
機
と
し
た
理
解
の
促
進
を
、
健
康
医
療
先

進
都
市
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
強
化　

ほ
か
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雨
風
を
伴
う
災
害
の
場
合
、

広
報
車
に
よ
る
避
難
の
呼
び
か
け

は
正
確
に
伝
わ
り
に
く
い
。
各
世

帯
が
聞
き
取
れ
る
場
所
に
停
車
し

て
ア
ナ
ウ
ン
ス
を
行
う
な
ど
、
伝

達
の
方
法
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

広
報
車
両
の
増
や
、
一
台
の

活
動
区
域
を
狭
め
る
な
ど
し
、
提

案
の
よ
う
な
方
法
も
含
め
、
よ
り

効
果
的
な
広
報
に
努
め
て
い
く
。

　
　

障
が
い
を
持
っ
た
方
や
ペ
ッ

ト
同
伴
な
ど
、
避
難
所
環
境
の
情

報
を
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
は
ど
う
か
。

　
　

避
難
所
に
よ
っ
て
環
境
は
さ

ま
ざ
ま
で
あ
る
た
め
、
今
後
、
詳

QAQA
　
　

在
宅
で
の
医
療
や
介
護
が
必

要
な
対
象
者
を
把
握
し
て
い
る
の

か
。

　
　

正
確
な
人
数
を
把
握
す
る
こ

と
は
難
し
い
が
、
元
年
８
月
末
の

要
介
護
・
要
支
援
認
定
者
１
万
１

７
６
１
人
の
う
ち
、
訪
問
看
護
の

利
用
者
は
１
１
２
３
人
で
あ
る
。

　
　

令
和
元
年
度
、
在
宅
医
療
や

介
護
の
普
及
啓
発
事
業
が
行
わ
れ

て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
サ
ー
ビ

ス
の
ニ
ー
ズ
が
あ
る
の
か
。

　
　

在
宅
で
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
な
が
ら
療
養
す
る
た
め
に
は
、

訪
問
系
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
活
用
が

有
効
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

今
後
、
第
８
期
介
護
保
険
事
業
計

画
の
策
定
過
程
で
、
各
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
需
要
を
的
確
に
把
握
し
、

必
要
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
確
保
に

努
め
て
い
く
。

　
　

飼
い
主
が
い
な
い
と
思
わ
れ

る
猫
の
保
護
な
ど
、
問
い
合
わ
せ

が
あ
っ
た
場
合
の
対
応
は
ど
う
か
。

　
　

飼
い
猫
の
可
能
性
が
否
定
で

き
な
い
な
ど
の
理
由
か
ら
基
本
的

に
は
収
容
を
行
っ
て
い
な
い
が
、

病
気
な
ど
で
動
け
な
く
な
っ
て
い

る
猫
は
、
獣
医
師
の
判
断
に
よ
り

収
容
を
行
い
、
飼
い
主
が
見
つ
か

ら
な
い
場
合
に
は
譲
渡
に
向
け
た

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

　
　

国
の
働
き
方
改
革
や
本
市
の

Ｐ※１
Ｆ
Ｉ
事
業
の
実
施
な
ど
を
踏
ま

え
、
人
口
減
少
対
策
と
合
わ
せ
た

公
契
約
条
例
を
制
定
し
て
は
ど
う

か
。

　
　

公
契
約
条
例
案
は
、
平
成
２６

年
６
月
定
例
会
で
否
決
さ
れ
て
い

る
。
現
時
点
で
制
定
す
る
予
定
は

な
い
が
、
今
後
も
国
や
県
の
動
向

を
捉
え
、
さ
ら
な
る
労
働
条
件
の

改
善
に
努
め
て
い
く
。

QAQ

A

QA

QA

細
情
報
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

す
る
な
ど
、
各
避
難
所
の
受
け
入

れ
環
境
を
周
知
し
て
い
く
。

　
　
（
仮
称
）
山
形
パ
ー
キ
ン
グ

エ
リ
ア
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
整
備
事
業
の
進
展
状
況
と
、

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
ど
う
か
。

　
　

東
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社

と
令
和
２
年
１
月
頃
の
施
行
協
定

の
締
結
に
向
け
、
協
議
を
進
め
て

い
る
。
協
定
締
結
後
、
現
地
測
量

に
着
手
し
設
計
を
進
め
、
用
地
買

収
後
、
工
事
に
着
手
す
る
。
令
和

５
年
度
末
の
供
用
開
始
を
想
定
し

て
い
る
。

　
　

西
公
園
キ
ャ
ン
プ
場
に
ト
イ

レ
や
シ
ャ
ワ
ー
を
設
置
し
て
は
ど

う
か
。
ま
た
、
パ※
２

ー
ク
Ｐ
Ｆ
Ｉ
の

活
用
に
よ
り
、
ド
ッ
グ
ラ
ン
の
設

置
も
可
能
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　

キ
ャ
ン
プ
場
利
用
者
の
利
便

性
向
上
の
た
め
、
パ
ー
ク
Ｐ
Ｆ
Ｉ

に
よ
る
民
間
活
力
を
活
用
し
、
施

設
の
拡
充
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　

健
康
寿
命
の
延
伸
に
向
け
て
、

ユ※３
ニ
バ
ー
サ
ル
ス
ポ
ー
ツ
を
推
進

し
、
普
及
を
図
っ
て
は
ど
う
か
。

　
　

関
係
機
関
な
ど
と
連
携
し
情

報
を
共
有
し
な
が
ら
、
誰
も
が
ス

ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、
楽
し
む
環
境

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　

鈍ど
ん

翁の
う

茶
会
を
継
続
し
て
い
く

た
め
に
は
、
支
援
の
継
続
と
強
化

が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　

今
後
も
継
続
し
て
実
施
で
き

る
よ
う
支
援
す
る
と
と
も
に
、
鈍

翁
茶
会
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
。

　
　

減
少
傾
向
に
あ
る
薬
師
祭
植

木
市
で
の
植
木
の
出
店
を
増
や
す

手
立
て
を
考
え
て
は
ど
う
か
。

　
　

本
市
や
山
形
商
工
会
議
所
で

構
成
す
る
薬
師
祭
植
木
市
実
行
委

員
会
が
主
催
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

今
後
も
山
形
商
工
会
議
所
と
改
善

に
向
け
て
協
議
し
て
い
く
。

　
　

高
齢
者
外
出
支
援
事
業
は
、

予
算
規
模
を
変
え
ず
に
、
シ
ル

バ
ー
３
カ
月
定
期
券
と
タ
ク
シ
ー

券
の
選
択
制
に
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

現
在
、
公
共
交
通
網
形
成
計

画
の
策
定
に
向
け
て
、
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
し
て
お
り
、
公
共

交
通
全
体
の
見
直
し
の
中
で
、
高

齢
者
の
外
出
支
援
の
た
め
の
交
通

手
段
の
確
保
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　

中
心
市
街
地
の
活
性
化
を
図

る
た
め
、
中
央
公
民
館
ホ
ー
ル
の

使
用
制
限
を
緩
和
し
、
商
業
公
演

な
ど
に
も
開
放
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

中
心
市
街
地
活
性
化
の
観
点

か
ら
、
使
用
目
的
の
拡
大
な
ど
も

含
め
た
方
策
を
検
討
し
て
い
く
。

QAQA

QAQAQA

QAQA

よ
り
有
効
な

避
難
情
報
の
周
知
を

田た

中な
か　

英え
い

子こ 
議
員

▲パラリンピックの正式種目「ボッチャ」

※１　ＰＦＩ…‌‌Private‌Finance‌Initiativeの略称。公共施設などの建設・維持管理・運営などを、民間の資金・経営能力および技術的能力を活
用して行う手法。

※２　パークＰＦＩ…‌‌公募設置管理制度。園路、広場などの整備を一体的に行うことを条件に、都市公園内の飲食店や売店などの公園施設の設置・
管理を行う民間事業者を公募により選定する制度。

※３　ユニバーサルスポーツ…障がいの有無などを問わず、誰もが一緒に楽しめるスポーツ。

▲

鳥
海
月
山
両
所
宮
の

　
宮
門
前
に
立
つ
平
和
碑
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東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
を

控
え
、
学
校
教
育
に
お
け
る
オ※
１

リ

ン
ピ
ズ
ム
の
理
解
促
進
へ
向
け
た

取
り
組
み
状
況
や
今
後
の
展
開
は

Q

ど
う
か
。

　
　

オ
リ
ン
ピ
ズ
ム
に
関
す
る
内

容
は
中
学
校
３
年
生
の
体
育
理
論

の
中
で
履
修
す
る
。
令
和
元
年
度

は
小
・
中
学
校
に
お
い
て
、
ホ
ス

A
　
　

学
校
給
食
の
パ
ン
や
麺
類
に

使
用
し
て
い
る
ア
メ
リ
カ
・
カ
ナ

ダ
産
小
麦
に
は
除
草
剤
成
分
グ
リ

ホ
サ
ー
ト
の
残
留
が
あ
る
。
地
産

地
消
や
健
康
・
安
全
性
の
信
頼
の

た
め
に
も
、
地
元
産
小
麦
に
切
り

替
え
を
進
め
て
は
ど
う
か
。

　
　

令
和
元
年
度
は
市
産
小
麦
１

０
０
％
の
パ
ン
を
３
回
、
市
産
米

粉
５０
％
の
米
粉
パ
ン
を
６
回
取
り

扱
う
こ
と
に
し
て
い
る
。
今
後
、

市
産
小
麦
パ
ン
の
回
数
を
で
き
る

だ
け
増
や
し
て
い
く
こ
と
を
関
係

団
体
な
ど
と
検
討
し
て
い
く
。

　
　

就
学
援
助
の
認
定
率
と
認
定

者
数
が
年
々
下
が
っ
て
い
る
現
状

QAQ

ト
タ
ウ
ン
に
関
す
る
出
前
講
座
や
、

パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
の
体
験
、
学
習
発

表
会
な
ど
、
関
連
す
る
授
業
を
多

数
実
施
し
て
い
る
。
引
き
続
き
出

前
講
座
な
ど
を
通
じ
、
オ
リ
ン
ピ

ズ
ム
に
関
す
る
理
解
を
深
め
ら
れ

る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　

働
き
盛
り
世
代
の
運
動
習
慣

拡
大
な
ど
に
向
け
、
ビ
ジ
ネ
ス
ス

ニ
ー
カ
ー
な
ど
の
着
用
に
よ
る
歩

く
習
慣
づ
く
り
と
し
て
、「
ス※
２

ニ
ー

カ
ー
ビ
ズ
」
運
動
を
積
極
的
に
展

開
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
「
ス
ニ
ー
カ
ー
ビ
ズ
」
は
福

井
県
が
始
め
、
ス
ポ
ー
ツ
庁
の
官

民
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
Ｆ
Ｕ
Ｎ

＋
Ｗ
Ａ
Ｌ
Ｋ　

Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
」

で
も
、
歩
く
こ
と
に
よ
る
健
康
づ

く
り
を
推
進
し
て
い
る
。
健
康
ポ

イ
ン
ト
事
業
ス
ク
ス
ク
も
同
趣
旨

で
あ
り
、
事
業
内
容
を
よ
り
良
い

も
の
に
し
て
い
く
中
で
、
採
り
入

れ
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　

運
転
免
許
証
返
納
者
タ
ク

シ
ー
券
交
付
事
業
は
、
１
回
限
り

の
タ
ク
シ
ー
券
の
交
付
で
は
な
く
、

継
続
性
を
前
提
と
し
た
制
度
に
し

て
い
く
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　

現
在
、
２
年
度
の
公
共
交
通

網
形
成
計
画
の
策
定
に
向
け
、
市

内
各
地
域
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

Q

A

QA

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　

過
去
５
年
間
の
申
請
者
数
に

対
す
る
該
当
者
数
の
割
合
は
、
ほ

ぼ
同
程
度
で
推
移
し
、
８０
％
を
超

え
て
い
る
。
認
定
率
な
ど
が
減
少

し
て
い
る
の
は
、
申
請
者
数
の
減

少
が
主
な
要
因
で
あ
る
。

　
　

就
学
援
助
の
申
請
基
準
が
分

か
り
づ
ら
く
、
申
請
を
た
め
ら
わ

せ
る
理
由
に
な
る
た
め
、
収
入
金

額
の
目
安
や
世
帯
状
況
な
ど
の
モ

デ
ル
ケ
ー
ス
を
示
し
、
も
っ
と

オ
ー
プ
ン
に
周
知
し
、
申
請
を
促

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

元
年
度
か
ら
小
学
校
入
学
予

定
者
す
べ
て
の
保
護
者
に
就
学
援

助
制
度
の
お
知
ら
せ
を
行
っ
て
い

る
。
他
市
の
記
載
内
容
な
ど
を
参

考
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
の
内

容
を
、
よ
り
分
か
り
や
す
く
申
請

し
や
す
い
も
の
に
な
る
よ
う
改
善

し
、
周
知
に
努
め
て
い
く
。

　
　

子
ど
も
の
貧
困
や
教
育
格
差

が
浮
き
彫
り
に
な
る
中
、
義
務
教

育
は
無
償
と
す
る
憲
法
理
念
に
少

し
で
も
近
づ
け
る
た
め
、就
学
援
助

の
対
象
を
生
活
保
護
基
準
の
１
・

４
倍
へ
引
き
上
げ
る
な
ど
、制
度
拡

充
に
取
り
組
む
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

給
食
費
の
援
助
も
含
め
て
、

他
自
治
体
の
動
向
な
ど
も
注
視
し
、

援
助
が
必
要
な
児
童
・
生
徒
が
支

援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

　
　

夜
間
中
学
の
ニ
ー
ズ
調
査
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で
義
務
教
育
を

受
け
ら
れ
な
か
っ
た
方
な
ど
の
必

要
と
し
て
い
る
方
に
寄
り
添
っ
た

取
り
組
み
に
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

元
年
度
の
は
が
き
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
は
潜
在
的
入
学
希
望
者
が

回
答
し
や
す
い
よ
う
、
漢
字
の
ル

ビ
の
記
載
や
英
語
な
ど
の
は
が
き

を
準
備
す
る
な
ど
し
、
県
と
連
携

し
て
実
施
し
て
い
る
。
引
き
続
き

潜
在
的
ニ
ー
ズ
把
握
に
努
め
、
実
効

性
の
あ
る
取
り
組
み
に
つ
な
げ
る
。

　
　

高
齢
者
の
難
聴
は
、
補
聴
器

を
早
期
使
用
し
正
し
く
対
処
す
れ

ば
、
認
知
症
の
予
防
や
発
症
を
遅

ら
せ
る
可
能
性
が
高
い
と
言
わ
れ

て
い
る
が
、
補
聴
器
が
高
価
な
こ

と
か
ら
使
用
率
が
低
い
。
早
期
使

用
効
果
の
周
知
と
購
入
補
助
制
度

が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　

早
期
発
見
の
た
め
、
介
護
予

防
教
室
な
ど
で
医
療
機
関
受
診
を

勧
め
る
と
と
も
に
、
他
市
の
取
り
組

み
を
参
考
に
調
査
研
究
し
て
い
く
。

　
　

介
護
度
の
高
い
方
も
該
当
の

可
能
性
が
あ
る
特
別
障
が
い
者
手

当
の
周
知
が
不
十
分
で
は
な
い
か
。

　
　

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員
に

制
度
の
説
明
を
行
う
な
ど
、
さ
ら

な
る
周
知
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

AQA

QAQA

QAQA

▲子どもたちに安全・安心な給食を

学
校
給
食
パ
ン
は

安
全
・
安
心
の
地
元
産
小
麦
を
！

阿あ

曽そ　
　

隆
た
か
し 

議
員

ス
ポ
ー
ツ
の
力
を
有
効
利
用
し
た

健
康
先
進
都
市
の
推
進
を

武た
け

田だ　
　

聡
さ
と
し 

議
員

※１　オリンピズム…‌‌「オリンピックの精神」という意味で使用される。努力することの喜び・心技体の調和・フェアプレーの精神などがオリン
ピック憲章にまとめられている。

※２　スニーカービズ…‌‌スニーカーと、ビジネスの短縮形「ビズ」を合わせた造語。革靴やパンプスの代わりにスニーカーなどの歩きやすい靴を
履いて通勤や仕事をすること。
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健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
活
用
し
、
子
育
て
イ
ベ
ン

ト
の
参
加
な
ど
で
得
た
ポ
イ
ン
ト

を
利
用
し
て
、
子
育
て
の
サ
ー
ビ

ス
が
受
け
ら
れ
る
子
育
て
ポ
イ
ン

ト
事
業
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

　
　

健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業
ス
ク
ス

ク
は
事
業
を
開
始
し
て
間
も
な
い

た
め
、
今
後
の
運
用
の
中
で
他
の

政
策
分
野
へ
広
が
り
を
持
た
せ
ら

れ
る
か
な
ど
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　

子
育
て
ア
プ
リ
を
導
入
し
て

は
ど
う
か
。

　
　

国
の
動
向
や
他
市
町
村
の
利

用
状
況
と
効
果
な
ど
の
情
報
を
収

集
し
、
効
果
的
な
情
報
発
信
の
在

QAQA を
実
施
し
て
い
る
。
高
齢
者
の
外

出
支
援
の
た
め
の
交
通
手
段
の
確

保
は
、
公
共
交
通
全
体
の
見
直
し

の
中
で
検
討
し
て
い
く
。

　
　

山
形
北
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

付
近
の
新
産
業
団
地
造
成
の
具
体

的
な
年
次
計
画
や
戦
略
的
な
業
種

の
集
積
な
ど
を
早
期
に
示
す
こ
と

が
重
要
と
考
え
る
。
計
画
の
進
展

状
況
は
ど
う
か
。

　
　

地
権
者
へ
の
事
業
説
明
会
で
、

元
年
度
は
基
本
計
画
を
策
定
、
２

年
度
に
基
本
設
計
・
現
況
測
量
、

３
年
度
に
用
地
測
量
・
実
施
設
計
・

補
償
物
件
調
査
、
４
年
度
に
農
振

除
外
・
農
地
転
用
・
地
区
計
画
の

策
定
、
５
年
度
に
用
地
買
収
、
６

年
度
か
ら
造
成
工
事
を
行
う
と
い

う
想
定
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
説
明
と
、

土
地
利
用
計
画
平
面
図
案
を
示
し
、

事
業
へ
の
協
力
依
頼
を
行
っ
て
い

る
。
新
た
な
産
業
団
地
の
集
積
業

種
は
、
社
会
情
勢
な
ど
を
踏
ま
え

な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

　
　

他
市
で
は
配
電
用
地
上
機
器

や
電
柱
広
告
に
、
市
有
施
設
の
案

内
板
ラ
ッ
ピ
ン
グ
や
、
交
通
安
全

や
防
犯
・
い
じ
め
防
止
な
ど
に
活

用
し
て
い
る
が
、
本
市
で
も
活
用

し
て
は
ど
う
か
。
ま
た
、
屋
外
広

告
物
条
例
を
見
直
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

配
電
用
地
上
機
器
は
、
国
が

示
す
屋
外
広
告
物
条
例
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
や
山
形
県
屋
外
広
告
物
条
例

を
参
考
に
し
た
平
成
３１
年
４
月
施

行
の
山
形
市
屋
外
広
告
物
条
例
で
、

広
告
物
が
掲
示
で
き
な
い
と
し
て

い
る
。
配
電
用
地
上
機
器
を
活
用

し
た
広
告
に
係
る
条
例
の
見
直
し

は
、
条
件
を
付
し
て
許
可
し
て
い

る
他
自
治
体
を
参
考
に
、
需
要
に

応
じ
て
検
討
し
て
い
く
。

Q

A

Q

A

り
方
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
や

公
民
館
に
、
お
む
つ
交
換
台
や
ベ

ビ
ー
ベ
ッ
ド
、
授
乳
ス
ペ
ー
ス
な

ど
を
整
備
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

利
用
者
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努

め
な
が
ら
、
カ
ー
テ
ン
の
仕
切
り

に
よ
る
授
乳
専
用
ス
ペ
ー
ス
の
確

保
な
ど
、
利
用
状
況
に
応
じ
た
設

置
を
含
め
、
子
育
て
を
し
て
い
る

若
い
世
代
も
安
心
し
て
利
用
し
や

す
い
施
設
の
運
営
に
努
め
て
い
く
。

　
　

都
市
公
園
を
ユ※

ニ
バ
ー
サ
ル

な
遊
び
場
に
し
て
は
ど
う
か
。
ま

た
、「
す
べ
て
の
子
ど
も
の
遊
び

場
」
を
柱
に
、
子
ど
も
か
ら
の
ニ
ー

ズ
調
査
も
実
施
す
る
な
ど
、
住
民

参
加
の
遊
び
場
づ
く
り
を
行
っ
て

は
ど
う
か
。

　
　

南
部
児
童
遊
戯
施
設
の
事
例

を
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
に
、
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
な
遊
び
場
づ
く
り
や
運
営
を
、

調
査
研
究
し
て
い
く
。

　
　

南
北
の
児
童
遊
戯
施
設
と
中

心
市
街
地
や
商
業
施
設
を
循
環
す

る
子
育
て
バ
ス
を
運
行
し
て
は
ど

う
か
。

　
　

令
和
２
年
度
の
公
共
交
通
網

形
成
計
画
策
定
に
向
け
て
、
市
内

各
地
域
へ
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
し
て
い
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
や
路
線
バ
ス
の
経
路
変
更
な
ど
、

公
共
交
通
全
体
の
見
直
し
の
中
で

子
育
て
支
援
に
着
目
し
た
交
通
手

段
の
確
保
も
検
討
し
て
い
く
。

　
　

地
域
公
共
交
通
の
利
便
性
向

上
に
向
け
、
高
齢
者
や
介
助
が
必

要
な
方
の
移
動
手
段
の
今
後
の
在

り
方
や
、
周
辺
自
治
体
と
の
連
携

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　

高
齢
者
な
ど
の
交
通
手
段
の

確
保
は
、
公
共
交
通
全
体
の
見
直

し
の
中
で
検
討
し
て
い
く
。
ま
た
、

連
携
中
枢
都
市
圏
の
協
議
の
中
で
、

通
学
や
通
院
を
目
的
と
し
た
運
行

に
要
望
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
公
共

交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
に
よ

る
事
業
の
実
施
を
連
携
事
業
の
一

つ
に
位
置
付
け
、
今
後
、
具
体
的

な
内
容
を
協
議
し
て
い
く
。

　
　

地
元
企
業
へ
協
力
を
呼
び
か

け
、
地
元
就
職
Ｐ
Ｒ
や
協
賛
に
よ

る
特
産
品
Ｐ
Ｒ
な
ど
を
従
来
の
成

人
式
に
加
え
て
は
ど
う
か
。
ま
た
、

成
人
式
に
参
加
す
る
若
者
と
地
元

企
業
の
両
者
が
有
意
義
な
イ
ベ
ン

ト
に
な
る
よ
う
、
企
業
主
導
型
の

成
人
式
を
開
催
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

成
人
式
を
き
っ
か
け
に
、
地

元
定
着
・
就
職
に
つ
な
げ
る
た
め

の
手
段
に
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ

る
の
か
を
、
さ
ま
ざ
ま
な
就
職
に

関
わ
る
企
業
や
採
用
希
望
の
地
元

企
業
な
ど
に
意
見
を
聞
い
て
い
く
。

QAQA

QAQA

QA

▲すべての子どもが楽しめる遊び場の設置を

子
育
て
応
援
施
策
の

充
実
を
！

伊い

藤と
う　

香か

織お
り 

議
員

▲福井県が進める「スニーカービズ」運動

※　ユニバーサル…すべてに共通である、一般的であるという意味。
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都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

に
お
い
て
、
仙
山
圏
の
交
通
網
の

充
実
を
図
る
た
め
、
楯
山
駅
な
ど

と
天
童
方
面
を
結
ぶ
バ
ス
や
定
額

Q

タ
ク
シ
ー
を
導
入
し
、
観
光
の
利

便
性
を
高
め
る
と
し
て
い
る
が
、

進
展
状
況
は
ど
う
か
。

　
　

楯
山
駅
を
起
点
と
す
る
バ
ス

路
線
や
定
額
タ
ク
シ
ー
の
導
入
は
、

A
　
　

健
康
医
療
先
進
都
市
を
掲
げ

る
市
と
し
て
、
パ※
１

ー
ソ
ナ
ル
・
ヘ
ル

ス
・
レ
コ
ー
ド
（
Ｐ
Ｈ
Ｒ
）
の
活
用

な
ど
Ｉ※
２

Ｃ
Ｔ
技
術
の
先
進
的
な
取

り
組
み
と
今
後
の
展
開
は
ど
う
か
。

　
　

Ｐ
Ｈ
Ｒ
の
利
活
用
推
進
は
、

健
康
・
医
療
・
介
護
で
の
連
携
や

サ
ー
ビ
ス
に
有
用
で
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
普
及
促
進
の
た
め
、

国
が
実
証
実
験
を
行
っ
て
い
る
。

今
後
も
カ
ー
ド
の
普
及
促
進
を
図

り
、
利
活
用
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　

医
療
や
科
学
技
術
分
野
産
業

は
若
者
に
魅
力
的
で
あ
る
。
優
秀

な
人
材
確
保
の
た
め
企
業
誘
致
な

ど
の
施
策
を
展
開
し
て
は
ど
う
か
。

QAQ

令
和
３
年
度
ま
で
の
検
討
課
題
と

位
置
付
け
て
い
る
。
ま
た
、
２
年

度
に
策
定
す
る
地
域
公
共
交
通
網

形
成
計
画
に
お
い
て
も
、
鉄
道
駅

か
ら
の
二
次
交
通
の
在
り
方
を
検

討
し
て
い
く
。

　
　

令
和
５
年
完
成
に
向
け
て
、

市
道
楯
山
停
車
場
立
谷
川
線
の
新

十
文
字
橋
整
備
を
含
め
た
事
業
が

進
ん
で
い
る
。
併
せ
て
、
県
道
東
山

七
浦
線
の
整
備
も
進
ん
で
い
る
が
、

楯
山
駅
北
側
の
十
文
字
地
区
の
宅

地
開
発
の
進
展
状
況
は
ど
う
か
。

　
　

２
年
度
以
降
、
河
川
南
側
の

用
地
買
収
お
よ
び
物
件
補
償
を
行

い
、
橋
の
新
設
お
よ
び
道
路
工
事

に
併
せ
、
楯
山
駅
北
側
に
ロ
ー
タ

リ
ー
機
能
を
設
置
し
て
い
く
。
十

文
字
地
区
の
宅
地
開
発
は
、
こ
れ

ら
の
整
備
や
産
業
団
地
な
ど
に
よ

る
人
口
動
態
へ
の
影
響
を
見
据
え

な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

　
　

Ｊ
Ｒ
仙
山
線
の
機
能
強
化
策

の
進
展
状
況
は
ど
う
か
。

　
　

仙
山
線
の
機
能
強
化
策
の
前

提
と
し
て
、
利
用
拡
大
と
利
便
性

向
上
が
必
須
で
あ
り
、
元
年
度
か

ら
、
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
や
駅

を
起
点
と
す
る
二
次
交
通
の
検
討
、

観
光
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
よ
る
Ｐ
Ｒ

強
化
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

Q

A

QA

　
　

平
成
３０
年
度
、
市
街
化
調
整

区
域
で
産
業
系
の
土
地
利
用
規
制

を
緩
和
し
た
。
令
和
元
年
度
は
オ

フ
ィ
ス
立
地
促
進
事
業
助
成
制
度

を
設
け
、
中
心
市
街
地
へ
健
康
・

福
祉
・
医
療
関
連
の
企
業
な
ど
の

オ
フ
ィ
ス
誘
致
を
進
め
、
産
業
集

積
を
推
進
し
て
い
く
。

　
　

新
学
習
指
導
要
領
で
は
積
極

的
な
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
が
想
定
さ
れ
て

い
る
。
１
人
１
台
の
端
末
導
入
や
、

読
み
書
き
困
難
児
童
な
ど
へ
優
先

配
置
し
補
完
で
き
る
学
習
環
境
づ

く
り
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

　
　

２
年
度
に
小
学
校
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
整
備
の
着
手
を
検
討
し
て

い
る
。
１
人
１
台
の
環
境
整
備
は
、

現
在
、
情
報
収
集
を
し
て
お
り
、

内
容
を
把
握
し
対
応
し
て
い
く
。

ま
た
、
読
み
書
き
に
困
難
の
あ
る

子
ど
も
な
ど
へ
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
配

置
は
、
苦
手
な
こ
と
を
補
い
理
解

を
促
す
な
ど
、
効
果
的
な
学
習
進

行
に
有
効
と
捉
え
て
い
る
。
今
後
、

よ
り
効
果
的
な
学
習
活
動
に
つ
な

が
る
よ
う
環
境
を
整
え
て
い
く
。

　
　

学
校
で
の
色
覚
検
査
が
任
意

の
た
め
、
色
覚
異
常
を
認
識
し
て

い
な
い
人
も
い
る
。
色
覚
チ
ョ
ー

ク
を
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

色
の
見
え
方
が
異
な
る
児
童

生
徒
に
配
慮
し
た
指
導
に
努
め
て

お
り
、
小
・
中
学
校
５１
校
中
２１
校

で
色
覚
チ
ョ
ー
ク
な
ど
の
使
用
実

績
が
あ
る
。
今
後
も
実
情
に
応
じ

た
使
用
を
、
校
長
会
を
通
じ
て
情

報
提
供
に
努
め
て
い
く
。

　
　

市
報
を
カ
ラ
ー
ユ※
３

ニ
バ
ー
サ

ル
デ
ザ
イ
ン
に
す
る
べ
き
と
考
え

る
が
、
ま
ず
は
、
フ
ル
カ
ラ
ー
化

し
て
は
ど
う
か
。

　
　

カ
ラ
ー
化
に
向
け
検
討
し
て

お
り
、
カ
ラ
ー
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ

ザ
イ
ン
に
も
配
慮
し
た
、
す
べ
て

の
市
民
が
読
み
や
す
い
紙
面
づ
く

り
を
心
が
け
て
い
く
。

　
　

父
親
の
子
育
て
支
援
の
さ
ら

な
る
充
実
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　

子
育
て
な
ど
に
悩
む
父
親
に

も
利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
「
子

育
て
は
ぁ
と
相
談
」
の
年
２４
回
実

施
や
、
イ
ベ
ン
ト
講
座
な
ど
を
開

催
し
て
い
る
。
今
後
も
父
親
の
育

児
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　

双
子
の
育
児
支
援
を
、
三
つ

子
以
上
の
支
援
に
近
づ
け
て
は
ど

う
か
。

　
　

産
後
ケ
ア
事
業
で
利
用
者
全

員
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、
さ
ま

ざ
ま
な
意
見
を
聞
き
、
良
い
制
度

に
な
る
よ
う
努
力
し
て
い
る
。
今

後
も
多
胎
児
を
含
め
、
出
産
や
子

育
て
が
安
心
し
て
で
き
る
環
境
づ

く
り
の
向
上
を
図
っ
て
い
く
。

AQA

QAQA

QAQA

※１　パーソナル・ヘルス・レコード（ＰＨＲ）…‌‌Personal‌Health‌Record。個人の健康に関する情報を１カ所に集め、スマートフォンのアプリなどを活用し、それら
の情報を用いて管理・活用することにより健康増進や生活改善につなげていこうとするもの。

※２　ＩＣＴ…‌‌Information‌and‌Communication‌Technologyの略称。情報通信技術、情報伝達技術。パソコン、スマートフォンなどのさまざまな形状のコンピュー‌
ターを使った情報処理や通信技術の総称。

※３　ユニバーサルデザイン…‌‌文化・ことば・年齢・性別などの違いや障がいの有無などを問わずに利用できることを目指した製品や情報などの設計（デザイン）のこと。

よ
り
〝
強
く
〟、
よ
り
〝
優
し
い
〟
ま
ち

山
形
を
目
指
し
て荒あ

ら

井い　

拓た
く

也や 

議
員

仙
山
圏
の
交
通
網
の

充
実
を

中な
か

野の　

信し
ん

吾ご 

議
員

▲色の分かりやすい色覚チョークと
　従来のチョークの違い
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「
Ｓ※
１

Ｄ
Ｇ
ｓ
」
と
連
動
し
て

推
進
さ
れ
る
「
Ｓ※
２

ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ

５
・
０
」
の
実
現
に
向
け
て
、
ど

の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

　
　

本
市
発
展
計
画
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
達
成
状
況
を
一
体
的
に
進
行
管

理
し
て
い
く
。
市
民
の
生
活
や
利

便
性
が
向
上
す
る
よ
う
な
事
業
に

お
い
て
、
新
た
な
革
新
技
術
の
活

用
を
検
討
し
、
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ

５
・
０
の
実
現
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標

達
成
に
向
け
、
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　

デ※
３

ジ
タ
ル
情
報
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
を
構
築
し
、
連
携
す
る

ア
プ
リ
の
開
発
や
デ
ー
タ
分
析
を

通
じ
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
地

QAQ
　
　

関
係
機
関
に
働
き
か
け
、
新

た
な
産
業
団
地
か
ら
山
形
北
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
へ
の
専
用
レ
ー
ン

設
置
を
推
進
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

計
画
区
域
内
か
ら
山
形
北
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
へ
の
専
用
レ
ー

ン
設
置
は
困
難
で
あ
る
が
、
国
道

１３
号
へ
の
直
接
乗
り
入
れ
は
、
新

た
な
産
業
団
地
に
企
業
を
誘
致
す

る
際
の
比
較
競
争
力
や
立
地
企
業

の
利
便
性
を
高
め
る
こ
と
か
ら
、

実
現
の
可
能
性
を
関
係
部
局
と
検

討
す
る
。

　
　

宅
地
付
農
地
を
取
得
す
る
際

の
条
件
緩
和
が
実
施
さ
れ
た
。
こ

の
施
策
は
、
新
規
就
農
者
へ
の
支

援
や
移
住
・
定
住
の
推
進
、
中
山

間
地
の
過
疎
化
や
耕
作
放
棄
地
拡

大
の
抑
止
、
空
き
家
対
策
に
も
つ

な
が
る
。
今
の
状
況
は
ど
う
か
。

　
　

農
地
取
得
に
係
る
面
積
要
件

が
緩
和
さ
れ
た
平
成
３１
年
４
月
以

降
、
３
件
の
問
い
合
わ
せ
を
受
け

て
い
る
が
、
現
在
、
山
形
市
空
き

家
バ
ン
ク
へ
の
農
地
付
き
空
き
家

の
登
録
は
な
い
。

　
　

森
林
経
営
管
理
制
度
の
開
始

に
よ
り
、
不
在
地
主
山
林
を
自
治

体
や
林
業
に
意
欲
の
あ
る
団
体
が

管
理
で
き
る
こ
と
と
な
り
、
森
林

整
備
に
よ
る
土
砂
災
害
防
止
に
も

つ
な
が
る
。
こ
の
制
度
を
活
用
し

た
本
市
の
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

　
　

経
営
管
理
権
集
積
計
画
を
策

定
し
、
順
次
、
間
伐
な
ど
の
森
林

整
備
を
実
施
す
る
。
今
後
、
優
先

順
位
を
検
討
し
計
画
的
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
の
補
助

事
業
に
よ
る
間
伐
と
併
せ
、
さ
ら

な
る
民
有
林
の
整
備
を
推
進
し
て

い
く
。

QA

QA

Q

A

域
活
性
化
や
市
民
の
利
便
性
向
上

を
目
指
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

民
間
事
業
者
を
活
用
し
て
実

現
し
て
い
る
事
例
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
他
自
治
体
や
民
間
の
動
向
を

見
極
め
な
が
ら
、
調
査
研
究
し
て

い
く
。

　
　

高
齢
化
が
進
む
中
、
安
全
運

転
支
援
装
置
の
購
入
や
設
置
に
対

す
る
補
助
制
度
を
導
入
し
、
事
故

の
危
険
を
未
然
に
防
ぐ
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　

国
や
他
自
治
体
の
今
後
の
動

向
を
踏
ま
え
、
調
査
研
究
を
進
め

て
い
く
。

　
　

認
定
こ
ど
も
園
や
保
育
園
な

ど
の
周
辺
に
キ※
４

ッ
ズ
ゾ
ー
ン
を
設

置
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

道
路
管
理
者
や
警
察
な
ど
の

関
係
機
関
と
キ
ッ
ズ
ゾ
ー
ン
設
定

の
在
り
方
を
協
議
し
て
い
く
。

　
　

市
民
防
災
セ
ン
タ
ー
に
Ｖ※
５

Ｒ

を
用
い
た
現
実
性
の
あ
る
防
災
体

験
が
で
き
る
ブ
ー
ス
を
設
置
し
、

市
民
が
気
軽
に
体
験
で
き
る
よ
う

に
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

Ｖ
Ｒ
を
用
い
た
リ
ア
ル
な
防

災
映
像
で
の
疑
似
体
験
は
、
火
災

や
地
震
、
水
害
な
ど
の
発
災
時
に

お
け
る
適
切
な
避
難
行
動
に
有
効

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
先
進
自

治
体
の
体
験
施
設
な
ど
を
参
考
に

し
な
が
ら
、
調
査
研
究
を
行
い
、

導
入
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　

平
成
３０
年
９
月
の
一
般
質
問

で
、
地
域
課
題
の
効
率
的
な
解
決

を
実
現
さ
せ
る
た
め
の
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
ア
プ
リ
技
術
の
導
入
を
提

案
し
た
が
、
そ
の
後
の
検
討
状
況

は
ど
う
か
。

　
　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
活
用
し

た
道
路
不
具
合
な
ど
の
通
報
シ
ス

テ
ム
は
、
現
在
数
種
類
開
発
・
運

用
さ
れ
て
い
る
。
本
市
に
お
い
て

も
道
路
や
公
園
、
ご
み
、
防
犯
灯

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
課
題
に
対

し
て
、
市
民
と
協
働
し
、
迅
速
か

つ
効
率
的
に
解
決
で
き
る
よ
う
、

先
進
自
治
体
の
調
査
を
行
い
、
導

入
に
向
け
て
検
討
を
進
め
て
い
く
。

　
　

高
校
３
年
生
ま
で
の
医
療
費

無
償
化
を
実
施
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

　
　

市
民
ニ
ー
ズ
な
ど
を
考
慮
し
、

健
康
医
療
先
進
都
市
実
現
に
向
け

た
総
合
的
な
検
討
の
中
で
考
え
て

い
く
。

　
　

県
内
に
は
、
夜
間
中
学
校
が

い
ま
だ
に
設
立
さ
れ
て
い
な
い
。

開
校
へ
の
後
押
し
を
行
っ
て
は
ど

う
か
。

　
　

全
県
的
な
課
題
と
考
え
て
お

り
、
引
き
続
き
県
教
育
委
員
会
と

連
携
し
、
調
査
研
究
し
て
い
く
。

AQAQA

QAQA

QAQA

※１　ＳＤＧｓ…持続可能な開発目標（Sustainable‌Development‌Goals）の略称。地球環境と人々の暮らしを持続的なものとするため、すべての国連加盟国が２０３０年までに取り組む１７分野の目標。
※２　Society５．０（ソサエティ５．０）…「狩猟社会」「農耕社会」「工業社会」「情報社会」に続く、人類史上５番目の新しい社会のこと。我が国が目指すべき未来社会の姿として近年、国が提唱している。
※３　デジタル情報プラットフォーム…情報の共通基盤のこと。さまざまな市民向けの情報提供の基盤となり、情報の一元的な受信や取得を可能にする。
※４　キッズゾーン…保育所などが行う散歩などの園外活動の安全を確保するため、小学校などの通学路に設けられているスクールゾーンに準ずるもの。
※５　ＶＲ…バーチャル・リアリティーの略称。「仮想現実」と言われ、「目の前にある現実とは違う現実を体験できる」ことを指す。

「
Ｏ
Ｎ
Ｅ　

Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
」
で

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
！

武た
け

田だ　

新し
ん

世せ
い 

議
員

▲仙山線の機能強化を
▲子どもたちの安全のために
　キッズゾーンの設置を
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新
し
い
年
を
迎
え
、
皆
さ
ま
い

か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
？

　

昨
年
は
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
が
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま

し
た
が
、
今
年
は
い
よ
い
よ
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
ス
ケ
ー
ト

ボ
ー
ド
や
サ
ー
フ
ィ
ン
、
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
な
ど
、
新
し
い

種
目
が
追
加
さ
れ
見
ど
こ
ろ
が
増

え
る
と
と
も
に
、
日
本
選
手
団
の

活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
本

市
も
３
カ
国
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
と

な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
を
契

機
に
世
界
中
に
山
形
市
を
発
信
し

て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

　

ま
だ
ま
だ
寒
い
日
が
続
い
て
お

り
ま
す
が
、
健
康
に
ご
留
意
い
た

だ
き
、
本
年
が
皆
さ
ま
に
と
っ
て

よ
り
良
い
一
年
と
な
り
ま
す
こ
と

を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

‌

議
会
報
委
員　

渋
江　

朋
博

　スマートフォン・タ
ブレットで議会が視聴
できます。
　お気軽にご活用くだ
さい。

スマホで視聴できます編
集
後
記

ウェブサイト

で 検索山形市議会　中継

議会報告会を開催しました

　第７回目となる議会報告会を令和元年１２月９日（月）と１１日（水）に開催しました。今回は市内８カ所

のコミュニティセンターで開催し、１４０人の市民の皆さまにご参加いただきました。報告会では、９

月定例会における決算委員会・分科会の内容を中心に、審議状況などの報告や参加された皆さまとの

意見交換を行いました。

　今回の報告会でお寄せいただいたご意見の一部を紹介します。

・  基幹産業である「農業」を真剣に議論してほしい。

・  国・県・市の議会が劣化していると思う。議員一人ひとりに考えを伺

いたい。

・  連携中枢都市圏とはどういうものか、また、どういうことを目指して

いるのか。

・  有害鳥獣対策相談窓口をコミュニティセンターに設置してほしい。

・  人口増加のためにも、子どもの医療費の無償化の対象を高校生まで拡

大してほしい。

・  東京五輪に市内の小・中・高校生が触れられるよう、求めたい。

・  命と健康を守る「市立病院済生館」への信頼度のアップを希望する。

　お寄せいただいた貴重なご意見は、全議員で共有するとともに、議会

活動を通して今後の山形市の発展につなげていきます。ご参加いただい

た皆さま、誠にありがとうございました。

　この報告会は毎年開催する予定です。議会ホームページ、やまがた市

議会報「みちしるべ」でもご案内いたしますので、市民の皆さまのさら

なるご参加をお待ちしています。

はながた
ベニちゃんの

議会
あれこれ

教えて！！教えて！！

山形市議会のホームページから見ることができるよ。現在は、平成２４年

５月１日号までさかのぼって見られるんだよ。これまでどんなことが

市議会で話し合われていたかを知ることができるよ。ぜひ見てみてね！

　ここにアクセス！

　　 → http://www.city.yamagata-yamagata.lg.jp/gikai/

A

Q 過去の議会報はどうやって見るベニ？

または検索ウェブサイトで 山形市議会 で 検索
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